
 

 

 

 
 
 

 

◆ お気軽にご利用ください。本を借りられる際は、事務室にお声掛けください。 

◆ 校区の方々からも年間を通じ、様々な本を寄贈いただいております。この場を借りて 

御礼申し上げます。（図書室にございます。ご利用ください。） 

◆ 「おらおらでひとりいぐも」「百年泥」は第158回芥川賞、「銀河鉄道の父」は第158

回直木賞受賞作品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

銀河鉄道の父 門井 慶喜 おらおらでひとりいぐも 岩竹 千佐子 

百年泥 石井 遊佳 わたしを離さないで カズオ・イシグロ 

西郷どん 前編・後編 林 真里子 
騎士団長殺し  

第１部・第２部 
村上 春樹 

漱石を知っていますか 阿刀田 高 森家の討ち入り 諸田 玲子 

ハリケーン 高嶋 哲夫 
おちゃめに100歳！ 

寂聴さん 
瀬尾 まなほ 

まあいいか 大竹 しのぶ おもかげ 浅田 次郎 

君たちはどう生きるか 吉野 源三郎 ばんとう 松本 薫 

ざんねんないきもの事典 今泉 忠明 
肺炎がいやなら、 

のどを鍛えなさい 
西山 耕一郎 

その調理、 

９割の栄養捨ててます！ 
東京慈恵医科大学

附属病院 栄養部 

不機嫌な長男・長女 

無責任な末っ子たち 
五百田 達成 

平成３０年２月号 

啓成公民館 
米子市博労町４丁目３６４ 

TEL ３３－９０７５ 
Fax ３３－９０８３ 

（E-mail） 
keijyoh@chukai.ne.jp 
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平
成
３
０
年
と
い
う
、
区
切
り
の
良
い
新
し

い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
公
民
館
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
年
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
「
区
切
り
」
或

い
は
「
け
じ
め
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な

に
有
り
難
い
こ
と
か
と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
。
学
校
な
ら
ば
、
１
学
期
、
２
学
期
・
・
・
。

そ
の
度
に
私
た
ち
は
心
を
新
た
に
し
、
ま
た
新

た
な
目
標
を
立
て
た
り
い
た
し
ま
す
。
人
生
は
、

長
い
！
そ
の
長
き
道
の
り
が
、
こ
う
し
た
「
区
切

り
」
に
よ
っ
て
精
神
を
新
鮮
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
・
・
・
。
先
人
の
最
も
大
い
な
る
知
恵
で
は

な
か
ろ
う
か
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
」
で

も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
『
明
治
維
新
１
５
０
年
』

で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
歴
史
を
大
き
く
概
観

し
た
時
、
最
も
大
き
な
事
件
は
そ
の
昔
（
紀
元
前

３
～
４
世
紀
）
に
イ
ネ
と
い
う
植
物
の
栽
培
（
米

作
り
）
が
伝
わ
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今

ひ
と
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
私
は
「
明
治
維
新
」

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
時
ほ
ど
、
多
く
の
制

度
が
変
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
廃
藩
置

県
」
に
よ
り
、
３
０
０
近
く
の
藩
が
廃
止
と
な
り

（
武
士
の
世
が
終
わ
り
）、
県
単
位
の
中
央
集
権

国
家
と
な
り
ま
し
た
。
税
は
、
米
か
ら
金
銭
で
の

納
入
へ
。
ラ
ン
プ
や
鉄
道
な
ど
、
西
洋
の
文
化
や

制
度
が
一
気
に
流
入
し
ま
し
た
。
国
家
の
様
相

が
一
変
し
、
当
時
の
人
は
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
日
本
の
近
代
は
、
こ
こ
か
ら
始
ま

っ
た
の
で
す
。 

 

 

☆☆新しい図書がはいりました☆☆ 

－１－ 


